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◎理　事　会

◎通常総代会

※理事・総代の皆様には予め日程調整をお願いいたします。詳細につきましては後日案内をお送りいたします。

令和元年度  長野県中小企業団体中央会
理事会・通常総代会開催のお知らせ

日時  平成31年４月24日（水） 午後０時30分  場所  長野市 「ホテル信濃路」

日時  令和元年５月23日（木） 午後２時　　 　 場所  長野市 「ホテルメトロポリタン長野」

M O N T H L Y  R E P O R T

知恵と力を合わせて信州を元気に

ୈ�0�߸ɹฏ੒�1年̐月10೔発ߦ
ಡྉ年ؒߪ �
000 ԁ（ফඅ੫ɾૹྉࠐΈ）
発行人　佐々木正孝

発行所　長野県中小企業団体中央会
ɹɹɹɹ長野ࢢதޚॴԬాொ 1�1-10
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☆働きやすい職場環境づくり
を果「ͷࣾձత੹೚（ＣＳＲ）ۀا」　
たすとともに「あらゆる差別の撤廃と
ਓڭݖҭͷਪਐ」に邁進しましょう。

地球に優しい企業人の皆様へ
ʠ�͋ ͳͨʹ΋Ͱ͖Δɻ
　��ϥΠϑελΠϧͷݟ௚͠Ͱɺ
　　　̍ਓ̍೔̍LHͷ$0� ʡݮ࡟

※１ 本事業遂行のために必要な専門家を活用する場合、補助上限額30万円アップ
※２ 以下のいずれかの場合には補助率 ２／３
　　・  生産性向上特別措置法（平成30年法律第25号）に基づき、固定資産税ゼロの特例を措置した地方自治体において補

助事業を実施する事業者が、平成30年12月21日の閣議決定後に先端設備等導入計画を新たに申請（計画変更含む）
し認定を取得した場合

　　・  ３～５年で、「付加価値額」年率３％及び「経常利益」年率１％に加え、「従業員一人当たり付加価値額」（＝「労
働生産性」）年率３％を向上する中小企業等経営強化法に基づく経営革新計画を、平成30年12月21日の閣議決定後
に新たに申請し承認を受けた場合

事業類型と対象経費の区分 補助上限額
（補助下限額） 補助率

１．一般型（※１）（※２）

　　機械装置費、技術導入費、運搬費、専門家経費、クラウド利用費
1,000 万円

（100 万円） ２分の１

２．小規模型（※１）（※２）

　　 機械装置費、原材料費、技術導入費、外注加工費、委託費、知的
財産権等関連経費、運搬費、専門家経費、クラウド利用費

500 万円
（100 万円）

小規模事業者
３分の２
その他

２分の１

問い合わせ先    長野県中小企業団体中央会　TEL 026-228-1206（直通）   TEL 026-228-1171（代表）
　　　　　　　   URL http://www.alps.or.jp/mono30/

平成30年度補正
「ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金」

公募締切り迫る

公募要領等の詳細につきましては、本会ホームページにてご確認ください。

公募第二次締切日　令和元年５月８日（水）〔当日消印有効〕
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２	 ಛू̍
  ఻౷తܳ޻඼ັྗΞοϓɾ
　　　　　　　　૑଄ࣄ業੒Ռใࠂ
10 ಛू２
 201�೥౓੫੍վਖ਼ͷϙΠϯτ
14 தԝձΠンϑΥメʔγϣン

17 શதΠンϑΥメʔγϣン

ҳ͢΂͔Βͣػ޷ 18
（ࢢޚ౦）会ࣾϋϧσΟϯࣜג 
 ΞεϦʔτ'"ࣜג会ࣾ（ਡ๚ࢢ）
20 市ொଜͷΠνΦγʂ
 Ѩஐଜ
21 ห࢜ޢͷ࿩
 ʮ中小企業ͱຽ๏վਖ਼ʯ

Ѩஐଜ

長࿨ொʪදࣸࢴਅʫՖ౧のཬ
　中央自ಈंಓԂ原*$かΒす͙の日本一の౧ڷݯで、໿5,000
本の੺、ന、ϐϯク৭の３৭のՖが࡙きތるܠ৭のάラσーシϣ
ϯはѹרです。ೆ৴भ地Ҭの中で΋ਵ一のՖ౧の木々がཱͪฒ
Ϳཬです。Ֆ౧まつりؒظ中は、Ֆ౧のබ木΍地ݩ೶産෺・加
工඼なͲがൢചされています。
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˙木ી࣫ੑ׆  ثԽ΁ͷऔΓ૊Έ

　木曽漆器のデザイン力・ブランド力向上を図る
ため、木曽漆器工業協同組合青年部、筑波大学、
長野県、塩尻市と当会が連携、①プロジェクト推
進体制の構築、②空き家の活用、改修による活動
拠点の整備、③若手作家の招聘による創作活動と
移住交流促進、④筑波大学学生との協働による新
たな木曽漆器ブランドの構築、⑤「器の蔵」器と食
のコラボによる情報発信、等に取り組んで３年目
を迎えた。今年度取り組んだ主な事業内容は、次
のとおりである。

̍ɽσβΠϯ։ൃ
　	　ブランド構築により得られたコンセプトシー
トとビジュアルイメージをもとに今年度は、木
曽漆器ブランドの価値を広めるため、箸のデザ
インに取り組んだ。箸製品のパッケージに木曽
ヒノキの箸ができるまでの様子を収め、またプ
ロモーション動画を作成し、箸に木曽漆器の情
報を載せて価値を広める事業を実施した。

̎ɽثͱ৯
　	　木曽の豊かな山林資源を用いた素の器をテー
マとして、木曽平沢地区にとどまらず、南木曽
町のロクロ木地、上松町のヘギ板、塩尻市の曲
げ物等をリサーチし、それらを素地とした器を
デザインして「かしだしっき」を2016年に制作し
た。
　	　今年度は、10月21日（日）に開催された秋の漆
器祭においてその制作した漆器「かしだしっき」
を活用、訪問客に漆の器の良さをPRした。

ಛू̍ɹฏ੒�0೥౓  ఻౷తܳ޻඼ັྗΞοϓɾ૑଄ۀࣄ

ಛू̍ 平成30年౓
఻౷తܳ޻඼ັྗΞοϓɾ૑଄ۀࣄ
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ळの࣫ࡇثにおいて࣫ثを13

　本会は、長野県と「平成30年౓  ఻౷的工ܳ඼ັྗアップ・૑଄事業」の委託ܖ໿をక݁、県
内の఻౷的工ܳ඼のੈ࣍代を୲͏人材ҭ成とϒラϯドྗアップ、産地活性化をਤるため、平成
30年̐月かΒ平成31年３月まで様々な事業に取り૊Μできました。఻౷的工ܳ඼の産地が๊え
るڞ௨の՝୊は、後ܧ者ෆ଍とൢ࿏֦େといえる中、そのղ決の一助とする΂く、１年ؒ取り
૊Μできたࢧԉ事業についてまとめました。

৽ۀࣄల։　࢈஍ੑ׆ԽϓロδΣΫト
ର৅ɿ໦ી࣫ث　৴भଧਕ෺　৴भ͔Β·ͭՈ۩
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̏ɽۭ͖Ոͷ׆༻
　木曽平沢地区では、空き家・空きスペースが増
加傾向にあり、その活用が望まれ、２年間にわた
り木曽漆器の青年部の活動・交流拠点を平沢の街
中に改修・整備した。
　今年度は、活動・交流拠点を「二四重	URUSHI	
ART	SPACE」にネーミングとロゴを決定、パー
テーション、ドア等の整備を行った。

ͷ໨తڀݚ˗
　	　本研究の目的は、日本の伝統的工芸品を生産
する漆器産業の新たな振興策を提示するととも
に、木曽漆器工業協同組合の青年部が策定した
ビジョン「楢川・工芸の人々が集う街～作り手
が住みたくなる街を目指して～」の実現に向け
て事業を実施した。

ஙߏਪਐ体੍ͷڀݚ˗
　	　次の組織により、協力体制を構築して事業推
進を行った。
　・木曽漆器工業協同組合青年部
　・国立大学法人筑波大学
　・長野県産業労働部ものづくり振興課
　・長野県中小企業団体中央会
　・塩尻市産業振興部

˗ϒϥϯυͷߏஙɾσβΠϯͷ։ൃ
　	　2016年度にブランド構築による「コンセプト
シート」と「ビジュアルイメージ」を確認、同年
度中に木曽地域の山林資源を用いた素の器であ
る「かしだしっき」を制作した。
　	　また、2018年度には箸に木曽漆器の情報を載
せて木曽漆器・日本の伝統的工芸品の価値を広
めるため、デザインに取り組み、箸製作のプロ
モーション映像を完成させた。

ͱଂث˗
　	　木曽平沢の空き家となった住宅には漆器製造
のために造られた蔵が多く存在する。その蔵を
食空間として活用することを念頭に置き、共同
食事スペースの提案を行うため、筑波大学の学
生を交えて３年間ワークショップを開催した。
また、2017年度、2018年度に開催された秋の
漆器祭において「かしだしっき」を活用して訪問
客に料理等を提供し、漆器の使いやすさ・良さ
等をPRした。

˗ۭ͖Ոͷ׆༻ɾ੨೥෦׆ಈڌ఺ͷ੔උ
　	　空き家の活用においては、2016年度、2017
年度において木曽平沢の空き家をリサーチし、
地域住民へのインタビューを踏まえ、現状・要
望等を把握した。
　	　青年部活動の拠点整備としては、木曽平沢の
街中にある二四重商店の家主の協力を得て同店
舗を拠点として活用することとなり、３年間連
続して改修・整備を行うとともに、アーティス
ト・イン・レジデンスとして作家が利用できる
宿泊施設の整備も同時に実施、活動・交流拠点
を「二四重	URUSHI	ART	SPACE」としてネー
ミングとロゴを決定した。
　	　青年部の活動拠点のほか、アーティスト・イ
ン・レジデンスの作品の制作拠点、ギャラリー、
イベント会場として使用している。

ʕ ஍ํ૑ੜ͸࿈ܞʹΑΔ஍ҬྗΞοϓͱྗڧͳൃ৴ ʕ

活ಈ・ަྲྀڌ఺のロΰϚーク

木ી࣫ث　̏年ؒͷ·ͱΊͱͯ͠
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˗ΞʔςΟετɾΠϯɾϨδσϯε
　	　アーティスト･イン･レジデンスとは、各種の
芸術制作を行う人物を一定期間ある土地に招聘
し、その土地に滞在しながらの作品制作を行わ
せる事業のこと。2017年度には、現代美術家
の佐藤香氏が２カ月間木曽平沢に滞在、周辺地
区の土を活用した現代美術作品を、また、筑波
大学生も２週間程度滞在して漆を使った作品を
制作した。２人の作品は、同年の秋の木曽漆器
祭において披露された。

ಛू̍ɹฏ੒�0೥౓  ఻౷తܳ޻඼ັྗΞοϓɾ૑଄ۀࣄ

佐౻߳ࢯにΑる࡞඼੍࡞෩ܠ

　かしだしっきとは、筑波大学と木曽漆器青年部が新たなブランド構築のための
デザイン開発及び器の蔵事業に取り組む中で生まれた５～10人程で使用する拭き
漆による貸し出し用の漆器のこと。「器の蔵」構想を推進するために、食事会や人
の集まる場に貸し出すことを前提として制作された。クリの挽き目皿と同様に南
木曽のロクロ木地で仕上げた。盛り器の材はセン、小皿の材はクリ。貸し出す器
として、メンテナンスが簡単な拭き漆（小皿のみ炭粉蒔き）とした。今後の展開を
考慮してロゴマークを作成するとともに、持ち運ぶことを考え風呂敷を制作した。

●ワッパ皿（ヒノキ、サワラ、スリ漆）

180×120　高さ 15mm

50 枚

●挽き目皿（クリ、そば殻炭粉、スリ漆）

270×270　高さ 25mm

25 枚

●かしだしっき

１セット

①大皿（セン、スリ漆）　300×300　高さ 42mm

②鉢（大）（セン、スリ漆）　300×300　高さ 66mm

③鉢（小）（セン、スリ漆）　255×255　高さ 66mm

④取り皿 10 枚（セン、そば殻炭粉、スリ漆）

　19.5×19.5　高さ 24mm

上記セットが４セット

①４枚②４枚③４枚④40 枚

風呂敷 4枚

●ヘギ板皿（ネズコ、透漆塗り立て）

630×160　高さ 10mm

18 枚

ʰ͔͖ͩͬ͠͠ ͷɦ੍࡞ͱӡ༻
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　2019年度は、３年間の共同研究の成果を踏ま
え、次の３点について重点的に取り組む予定であ
る。

˗৽ͨͳ໦ી࣫ثϒϥϯυͷߏங
　	　2018年度に制作した箸のパッケージ・プロ
モーション映像を活用するとともに、英語の表
記等を行い、海外展開も視野に入れた事業活動
を行う予定。
　	　また、新たな販路開拓にも取り組み、加えて
「箸」をテーマとしたブランドイメージの発信を
していく。

ͱ৯ͷίϥϘʹΑΔ৘ใൃ৴ث˗
　	　「かしだしっき」の貸出ルール等を作成し、具
体的な運用を開始していく。
　	　奈良井宿の旅館・民宿等と木曽平沢の漆器店
をマッチングし、観光客が漆器店を訪問しやす
い環境づくりやインバウンドを視野に入れた英
語の冊子等の作成を検討していく。

˗੨೥෦ڌ఺ʮೋ࢛ॏʯͷ׆༻
　	　「二四重	URUSHI	ART	SPACE」のギャラ
リー・イベントの実績を作りつつ、運用ルールを
策定、一般の方々の活用を促し、外部とつながる
場（セミパブリックな空間）として運用を図る。

ʕ ஍ํ૑ੜ͸࿈ܞʹΑΔ஍ҬྗΞοϓͱྗڧͳൃ৴ ʕ

木ી࣫࢈　ث஍ੑ׆Խ  201�年౓ܭۀࣄըΠメʔδਤ

201�年౓ͷܭۀࣄը

木曽漆器振興 2019 年度事業計画　　青年部×筑波大学

協力体制の構築

・木曽漆器青年部 　・国立大学法人筑波大学（芸術系、システム社会工学系）

・長野県産業労働部ものづくり振興課　・長野県中小企業団体中央会　・塩尻市産業振興事業部産業政策課

● 新たな木曽漆器ブランドの構築

● 器・食のコラボによる情報発信

● 空家の活用・活動拠点整備

①新たな木曽漆器ブランドの構築 ②器と食のコラボによる情報発信 ③空家の活用

2016～18 年度　共同研究

箸製作とプロモーション映像作成

「かしだしっき」の整備

多目的スペース・ギャラリー整備

① ブランドイメージの発信

② 「かしだしっき」の運用

③ URUSHI ART SPACE の活用

2019 年度事業計画

成果

共同研究：木曽漆器産地の活性化に関する研究

（筑波大学・長野県中小企業団体中央会）

「かしだしっき」の整備資金：

テルモ株式会社アーツアンドクラフト助成金
木曽漆器組合青年部と筑波大学の協力関係を継続・強化

→  「かしだしっき」の具体的な運用→ 情報発信： 「箸」× プロモーション映像

→ ブランド構築・販路の開拓

→  二四重 URUSHI ART SPACE の活用

ギャラリー・イベントの実績を作りつつ、運用の

ルールを策定し、一般の方々の活用を促し、外部

と繋がる場（セミバブリックな空間）とする。

奈良井の旅館・民宿と漆器店をマッチングし、観光客

が漆器店を訪問しやすい環境をつくる。インバウンド

を視野に入れ英語の冊子等を作成。

箸のパッケージ・プロモーション映像には英語を表記

し、海外への展開も視野に入れる。

デザインショップ、ミュージアムショップ、伊勢神宮

等の販路開拓。箸をテーマにした展覧会の開催。

→  奈良井宿とのマッティング事業

2019 年度へ継続的成長

木曽漆器青年部部長　酒井幹治、筑波大学芸術系准教授　宮原克人



�

˙信भଧਕ෺  ੑ׆ԽͷऔΓ૊Έ

　昨年、６月22日(金)・８月６日(月)の２回実施
した。テーマは、「信州打刃物ブランド発信と販
路拡大について」。専門家としてthe	 signature	
storeマネージャー	羽田靖子氏にアドバイスを受
けた。

˙信भ͔Β·ͭՈ۩ ੑ׆ԽͷऔΓ૊Έ

　２月21日(木)に実施した。テーマは、「針葉樹
家具、落葉樹家具のブランド化」。専門家は、エ
グチデザインスタジオ主宰の江口勲氏に依頼して
アドバイスを受けた。

˙఻౷ٕܳ޻ज़఻ঝߨशձ

　各産地において、伝統工芸士、卓越技能者等の
熟練技術者を講師に、伝統技術・技能の継承や担
い手の確保を図るために講習会が開催された。　
対象としたのは経済産業大臣指定７品目のうち
「木曽漆器」｢内山紙｣｢信州打刃物｣、長野県知事指
定18品目のうち｢長野県農民美術｣｢信州竹細工
（須賀川・戸隠中社）｣。

ಛू̍ɹฏ੒�0೥౓  ఻౷తܳ޻඼ັྗΞοϓɾ૑଄ۀࣄ

後ऀܧҭ成ɾ֬อ
ٕज़఻ঝߨश会

内ࢴࢁの技術఻承෩ܠ

�

˙৴भ஛޻ࡉ（ਢլ઒஛޻ࡉৼڵ会）
　・回　数　12回
　・内　容　須賀川竹細工製作技術の伝承
　・参加者　10名

˙৴भଧਕ෺（৴भଧਕ෺޻業ڠಉ૊合）
　・回　数　10回
　・内　容　信州鎌の製作技術の伝承
　・参加者　４名

˙長野県೶ຽඒज़（長野県೶ຽඒज़࿈合会）
　・回　数　６回
　・内　容　こっぱ人形技能伝承講習会
　　　　　　（基礎力養成講座）
　・参加者　24名

˙໦ી࣫ث（໦ી࣫޻ث業ڠಉ૊合）
　・回　数　６回
　・内　容　漆修復技術講習会
　・参加者　22名

˙಺ࢴࢁ（಺ڠࢴࢁಉ૊合）
　・回　数　８回
　・内　容　�手漉き内山障子紙の伝統技術の

伝承
　・参加者　４名

˙৴भ஛޻ࡉ（ށӅ中ࣾ஛޻ࡉੜ࢈૊合）
　・回　数　５回
　・内　容　戸隠竹細工製作技術の伝承
　・参加者　８名

業ͷ֓ཁࣄ஍ͷٕज़఻ঝ࢈֤
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0లࣔձ/")"/࠲ۜ˙

　信州をつなぐ長野県の首都圏情報発信拠点とし
て東京銀座にオープンした銀座NAGANOにおい
て、首都圏の消費者に向けて伝統的工芸品の情報
発信・PRを行うため、展示販売・実演・体験等
のイベントを実施した。

˗ϫʔΫγϣοϓɾలࣔൢച会
　	　昨年の７月20日（金）・21日（土）に開催。メイ
ンテーマは、「信州の伝統的工芸品の魅力に触
れる～信州紬の	『ワークショップ』	『手織り体
験』『糸づくり体験』～」。蚕が作る繭糸は5,000
年の歴史があるといわれ、信州紬は江戸時代か
ら技術が受け継がれてきている。その信州紬の
良さを広めるため、卓上型織機によるmyシル
クハンカチ製作のワークショップ、手織り機（実
機）による手織り体験、簡易器・手紡糸器によ
る糸づくり体験を実施、併せて信州紬の商品販
売も行い、信州の伝統的工芸品を肌で感じても
らった。

ʕ ஍ํ૑ੜ͸࿈ܞʹΑΔ஍ҬྗΞοϓͱྗڧͳൃ৴ ʕ

঎඼։ൃɾൢ路։୓
඼లͳͲܳ޻0ɾ఻౷/")"/࠲ۜ

ख๰ثࢳを設置、ຨۄにΑるઆ໌෩ܠ

఻౷工ܳ࢜にΑるख৫り機にΑる体ݧ୎上型৫機にΑるϫークシϣップの様ࢠ

・実　演
　　信州紬　伝統工芸士　久保田�治秀�氏
・��卓上型織機によるmyシルクハンカチ製作
のワークショップ

参加者　計18名
・手織り機（実機）による手織り体験

参加者　計９名
・簡易器・手紡糸器による糸づくり体験

参加者　数十名

ʲ৬ਓʹΑΔ࣮ԋɾϫʔΫγϣοϓʳ
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˙信ຖメσΟΞΨʔσン
　　　　   信भͷ఻౷ܳ޻඼ల

　長野県内の伝統的工芸品を身近な方々に見て、
触れて、体験してもらうために、信州にある伝統
的工芸品のパネル展示、各産地を紹介した動画の
放映を行い、また木曽漆器・内山紙・飯山仏壇の
魅力に触れるワークショップを開催した。
　昨年の10月28日（日）に開催。テーマは、「信州
の伝統的工芸品展～作り手によるワークショップ
の実施、商品の販売、パネル展示～」。

ಛू̍ɹฏ੒�0೥౓  ఻౷తܳ޻඼ັྗΞοϓɾ૑଄ۀࣄ

లࣔൢച（木ી࣫ث）の様ࢠ

൧ࢁ෹ஃの技術をͬ࢖たྠࢦづくりのϫークシϣップを行͏

˗৴भͷ఻౷తܳ޻඼ͷύωϧలࣔ
˗会৔Ͱͷ఻౷తܳ޻඼ͷಈը์ө
ΓखʹΑΔϫʔΫγϣοϓɾ঎඼ൢച࡞˗

̍）໦ી࣫ث
　「corot ブローチ蒔絵絵付け体験」
　・講　師　手塚�希望�氏
　　　　　　（㈲ちきりや手塚万右衛門商店）

　　　　　　　参加者　計10名
̎）಺ࢴࢁ
　「かんたんローズのリース」
　「ふわふわローズのフォトフレーム」
　「スタンプで和紙のしおりづくり」
　・講　師　上埜�暁子�氏

　　　　　　　参加者　計11名
̏）൧ࢁ෹ஃ
　「彫金ストラップづくり」
　「指輪（すず製）づくり」
　「ブレスレットづくり」
　・講　師　鷲森�敏男�氏（鷲森金具　代表）

　　　　　　　参加者　計10名

ϫʔΫγϣοϓͷ಺༰
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˙第34ճ長野ݝ఻౷ܳ޻඼ల

　１月16日（水）から22日（火）まで７日間、松本
市「井上百貨店７階催事場」において第34回の長野
県伝統工芸品展が開催された。
　目的は、大量消費社会の中、生活の中で大切に
使われることで深みを増す伝統的工芸品の魅力に
着目した企画展示を行い、長野県内伝統的工芸品
の「伝統技術」、「地域性と多様性」などを広く長野
県民にアピール（普及・啓発）、併せて潜在的需要
の喚起を図り、各産地の活性化に寄与すること。
　今回のテーマは、「信州の匠がみせる、磨き抜
かれた伝統の技」。松本家具（椅子の組み立て作
業）、木曽漆器（木曽堆朱塗の工程の一部）、南木
曽ろくろ細工（製品の手挽き）、信州紬（格子柄の
紬織り）については、日頃、この場所では見せる
ことができない本格的な実演を土日に実施した。
　平日には松本市近隣の小学校の児童による伝統
的工芸品に関する「ワークショップ」を実施、土日
の各産地の「ワークショップ」については小学生は
体験料を無料とした。
　また、土日には「信州打刃物職人による包丁研
ぎサービス」も行うと共に、インバウンド対策と
して初めて英語版のチラシを作成し、会期中に街
中で配布した。

˙信भ·ͭ΋ͱۭߓ΁ͷలࣔ

　前年度から引き続き、信州まつもと空港２階の
多目的ホール・展示ケースを活用して長野県内の
伝統的工芸品の展示を行っている。11月28日（水）
から信州からまつ家具等を展示している。

˙·ͱΊ

　長野県内の伝統的工芸品の産地が抱える共通の
大きな課題は、「販路拡大」と「技術伝承」の２つあ
る。どちらも、簡単には解決せず、時間をかけて
取り組む必要性もある。この事業を活用しつつ、
毎年、地道に事業活動を行っていくことが大切で
あり、中央会としては、次年度以降も、継続的な
支援を行っていく予定である。

ʕ ஍ํ૑ੜ͸࿈ܞʹΑΔ஍ҬྗΞοϓͱྗڧͳൃ৴ ʕ

Πϯόウϯド対ࡦのӳޠ൛νラシ

本֨的実ԋ（ೆ木ીΖくΖ細工）を行ͬた

দ本ۭߓ΁のలࣔ෩ܠ

Πϯόウϯド対ࡦのӳޠ൛νラシ

 

 

 

 

 

 

 

In Nagano,it is blessed with Traditional Crafts 

in each region through its long history and 

it’s passed down through The generations. 

You will see and experience typical Traditional 

Craft at the fair. 

 

  Small gift for all the visitors.   

                     

 

  We won’t handle exporting any goods.  

ＮＡＧＡＮＯ Ｔｒａｄｉｔｉｏｎａｌ Ｃｒａｆｔｓ Ｆａｉｒ 
 

Ｗｅｄ 16 Ｊａｎ ｔｈｒｏｕｇｈ Ｔｕｅ 22 Ｊａｎ，10ａｍ－7ｐｍ 

        except close at 5pm on 22 jan. 
   ～ Admission FREE ～ 

3-1 Fukashi 2-chome,Matsumoto-shi,Nagano 

At INOUE Department Store,on the 7th floor Exhibition Hall  

Why don’t you join workshops of 

 some Craftsmen as hands-on 

 experience.(Expeience fee apply)  Some of Craftsmen will 

 demonstrate their skill.  
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 ᶃ　ଟ༷ͳ͕࢈ࢿ༺ۀࣄର৅  ᶄ　૬ଓ੫͚ͩͰͳ͘ଃ༩੫΋ର৅

 ᶅ　ೲ੫ֹͷશֹ（100ˋ）͕ೲ੫༛༧

 ᶆ　10年ؒͷ時ݶાஔ

◦　�今年度、事業承継税制が抜本的に拡充されたことにより、法人向けの事業承継税制の認定申請件数
は飛躍的に増加（※）。

◦　�個人事業者についても、円滑な世代交代を通じた事業の持続的な発展の確保が喫緊の課題となって
いることを踏まえ、ݸਓऀۀࣄͷۀࣄঝܧをଅਐすΔͨめ、10೥ؒݶఆで、ଟ༷ͳۀࣄ用࢈ࢿͷ
ঝܧに܎Δ૬ଓ੫・ଃ༩੫を100ˋೲ੫༛༧すΔʮݸਓ൛ۀࣄঝܧ੫੍ʯを૑ઃする。

◦　�将来的なＭ＆Ａに向けたຏ্͖͛ࢧԉ等をۀࣄ͏ߦঝܧϑΝϯυは、中小企業の事業承継を促進す
るに当たり有効であり、ۙ೥ͦͷ਺は૿Ճ޲܏。

◦　�他方、事業承継ファンドを通じたதখߏػにΑΔग़ׂࢿ߹͕ҰఆҎ্とͳΔ৔߹、出資を受けた中
小企業は「大企業」とみなされ、ઃඋ౤ࢿに܎Δதখۀا੫੍͕ద用͞Εͳ͍と͍͏੍໿があり、
事業承継に向けた設備投資が滞るおそれがある。

◦　�このため、事業承継ファンドを通じた事業承継を一層促進すべく、中小企業等経営強化法に基づく
認定を受けたۀࣄঝܧϑΝϯυを௨ͯ͡தখ͔ߏػΒग़ࢿをड͚ͨ৔߹には、தখߏػग़ࢿ෼をେ
。อ༗෼とධՁしͳ͍こととする措置を講ずるۀا

注１：制度を活用するためには、①経営承継円滑化法に基づく認定が必要
　　　　　　　　　　　　　　　②2019年度から５年以内に、予め承継計画を提出することが必要
注２：既存の事業用小規模宅地特例との選択制

事業を行うために必要な多様な事業用資産が対象
˓౔஍・ݐ෺（土地は400㎡、建物は800㎡まで）
උ඼۩ث・ցػ˓
　（例）工作機械・パワーショベル・診療機器　等
˓ं྆・ӡൖ۩
˓ੜ෺（乳牛等、果樹等）
˓ແܗঈ࢈ࢿ٫（特許権等）
ɹ等

生前贈与による早期の事業承継準備を支援

後継者の承継時の現金負担をゼロに

2019年１月１日～2028年12月31日の間に行わ
れる相続・贈与が対象

　ຊ೥౓ͷ੫੍վਖ਼Ͱ͸ɺࣄ業ঝܧΛࢧԉ͢Δ੫੍ાஔ͕৽ઃɾ֦ॆ͞ΕΔ͜ͱ͕੝Γࠐ·Εͯい·͢ɻ
૊合ٴͼ૊合һʹؔ܎ͷਂい߲໨ʹͭいͯൈਮͯͯ͠͠ࡌܝい·͢ͷͰɺৄࡉʹ͖ͭ·ͯ͠͸ɺ中小企業
ிͷϗʔϜϖʔδ౳Ͱ֬͝ೝͩ͘͞いɻ
　中小企業ிURL　http://www.DhVsho.mFtJ.Ho.jp/[aJmV/[FJsFJ/2018/181226[FJrJtV.htm

੫੍ͷ૑ઃ（૬ଓ੫ɾଃ༩੫）ܧঝۀࣄਓ൛ݸ

தখߏػग़ࢿͷۀࣄঝܧϑΝンυ͔Βग़ࢿΛड͚ͨதখۀاʹର͢Δಛྫ（๏ਓ੫ɾ๏ਓॅຽ੫ɾࣄ業੫）

৽ઃ

৽ઃ

վਖ਼֓ཁ

վਖ਼֓ཁ ʲద༻ݶظɿ֤ેಛͷద༻ݶظʹ४ͣΔʳ

　　201�年౓੫੍վਖ਼ͷポΠント
（தখۀاɾখن໛܎ؔऀۀࣄ）

　　201�年౓੫੍վਖ਼ͷポΠント　　201�年౓੫੍վਖ਼ͷポΠント　　201�年౓੫੍վਖ਼ͷポΠント　　201�年౓੫੍վਖ਼ͷポΠント　　201�年౓੫੍վਖ਼ͷポΠント　　201�年౓੫੍վਖ਼ͷポΠント　　201�年౓੫੍վਖ਼ͷポΠント　　201�年౓੫੍վਖ਼ͷポΠント　　201�年౓੫੍վਖ਼ͷポΠント特集２

※拡充前の事業承継税制の平成29年度における認定件数は年間400件程度であったが、
　拡充後の事業承継税制の足元における申請件数は年間4,000件に迫る勢い。

出資　　（40％） 出資　　（30％）

出資　　（100％）

出資　　（30％）

ʻର৅ͱͳΔதখۀا੫੍ʼ
ʓதখܦۀاӦڧԽ੫੍
ʓதখۀا౤ࢿଅਐ੫੍
ʓ঎ۀ・αʔϏεੑ׆ۀԽ੫੍
ʓඃࡂ୅ସ࢈ࢿ等ͷಛผঈ٫
ʓதখۀا๷ࡂݮ・ࡂ౤ࢿଅਐ੫੍ʲ৽ઃʳ

【工作機械】 【診療機器】

தখߏػ

๏ೝఆΛड͚ͨۀࣄঝܧϑΝンυ
（中小機構から出資を受けることを認定要件とする）

ຊۚ̍ࢿ）̖ࣾ ԯԁҎԼ）

ଞͷେن໛๏ਓ ͦͷଞ

ઃඋ౤܎ʹࢿΔதখۀا
੫੍Λద༻Մೳʹ

※資本金１億円以下の中小企業のうち、以下は大企業とみなすこととされている。
　①発行済み株式等の1/2以上を同一の大規模法人が所有
　②発行済み株式等の2/3以上を複数の大規模法人が所有
※従前は、中小機構も大規模法人に該当することから、上記の事例も②に該当し、
　Ａ社は設備投資に係る中小企業税制を適用できなかった。
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 ੫੍ͷ֓ཁ

◦　�自然災害が頻発する中、֐ࡂにΑΔӨڹをܰݮすΔͨめͷࣄલରࡦͷڧԽは喫緊の課題。
◦　�中小企業が֐ࡂ΁ͷࣄલରࡦをڧԽすΔͨめͷઃඋ౤ࢿを後押しするため、ࣗՈൃిػ、੍਒・໔
਒૷ஔ等ͷ๷ࡂݮ・ࡂઃඋに対して、ಛผঈ٫ʢ20ˋʣを講じる。

◦　�事業者が作成したࣄલରࡦͷͨめͷܭըを、ۀ࢈ࡁܦେਉ͕ೝఆ。認定計画に含まれる設備の導入
に対して、上記の税制措置を適用。

◦　�தখऀۀا等ͷ๏ਓ੫཰について、೥ؒ�00ສԁҎԼͷॴಘֹۚに対する税率は、1�ˋ͔Β15ˋ
にܰݮされている。

◦　�海外経済の不確実性や人手不足、労働生産性の伸び悩みや後継者難等を背景とした先行き不透明感
が指摘される中、தখۀا・খن໛ऀۀࣄͷܦӦج൫をҾ͖ଓ͖ڧԽすΔͨめ、ຊ੫੍ાஔͷద用
。を̎೥ؒԆ長ݶظ

◦　�中小企業技術基盤強化税制は、試験研究費の12％に相当する額を法人税額から控除する制度（法
人税額の25％が上限）。試験研究費を一定割合増加させた場合には、最大で試験研究費の17％、法
人税額の35%まで控除可能となっており、こͷ্৐ͤાஔを̎೥ؒԆ長する。

ʲର৅ऀʳ
事業継続力強化計画（仮称）の認定を受けた中小企業・小規模事業者
ʲର৅ઃඋʳ
事前対策を強化するために必要な防災・減災設備
＜対象設備＞
　✓ �機 械 装 置（100万円以上）：自家発電機、排水ポンプ　等
　✓��器 具 備 品（30万円以上）���：制震・免震ラック、衛星電話　等
　✓��建物附属設備（60万円以上）���：止水板、防火シャッター、
　　　　　　　　　　　　　　��　排煙設備　等
ʲ੫੍ાஔͷ಺༰ʳ
対象設備への投資に対する特別償却（20％）を講じる。

தখۀاͷ֐ࡂʹର͢ΔࣄલରࡦͷͨΊͷઃඋ౤܎ʹࢿΔ੫੍ાஔͷ૑ઃ（๏ਓ੫ɾॴಘ੫ɾࣄ業੫）

தখऀۀا౳ͷ๏ਓ੫཰ͷಛྫͷԆ長（๏ਓ੫ɾ๏ਓॅຽ੫）

（ॴಘ੫ɾ๏ਓ੫ɾ๏ਓॅຽ੫）（Խ੫੍ͷ্৐ͤાஔͷԆ長ڧ൫جज़ٕۀاதখ）։ൃ੫੍ͷ֦ॆڀݚ

৽ઃ

Ԇ長

Ԇ長

վਖ਼֓ཁ

վਖ਼֓ཁ

վਖ਼֓ཁ
ʲ߇আ཰ʳ ʲ߇আ্ݶʳ

ʲద༻ݶظɿ2020೥౓຤·Ͱʳ

ʲຊଇɿݶظͷఆΊͳ͠ʳ̡ ે੫ಛผાஔ๏ɿద༻2020　ݶظ೥౓຤·Ͱʳ

ʲద༻ݶظɿݶ࣌ાஔʹͭいͯ͸2020೥౓຤·Ͱʳ

˓中小企業者等の法人税率は、年800万円以下の所得金額について19％に軽減されている（本則）。
˓当該税率を、2021年３月31日までの時限的な措置として、更に15％に軽減（租税特別措置）。

ʕ ஍ํ૑ੜ͸࿈ܞʹΑΔ஍ҬྗΞοϓͱྗڧͳൃ৴ ʕ

※控除率＝通常の控除率+｛（売上高試験研究費割合-10％）×0.5｝×通常の控除率

ʲ੫੍ાஔͷεΩʔϜʳ

②申請

⑤税制優遇 ④税務申告

③認定

େਉۀ࢈ࡁܦ

ᶃʮڧԽܭըʯʢԾশʣࡦఆ
【対象事業者】
��・中小企業・小規模事業者
【計画記載事項】
��・取組内容・実施期間
��・防災・減災設備の内容　等

ॴ׋ͷ੫຿ॺ

対象 本ଇ税率 ે特税率
大 法 人（資本金１億円超の法人） 所得区分なし 23.2％ －

中小法人（資本金１億円以下の法人） 年800万円超の所得金額 23.2％ －
年800万円以下の所得金額 19％ 15％

10�

1��

12�

2��

8％増加 約25%増加 （増減試験研究費割合）

試験研究費の増加に応じて
12～17％を控除
→控除率12％超の部分は時限措置
(大企業の場合は６～14％)
※【新設】
売上高試験研究費割合10％超の場合は、
控除率を上乗せ(上限17％)(時限措置)

試験研究費増加割合が８％
を超えた場合、控除上限を
10％上乗せ(時限措置)

্৐せાஔ（ݶ࣌ાஔ）

ຊ体（ٱ߃ાஔ）

（
控
除
率
）
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ಛू̎ɹ2019೥౓੫੍վਖ਼ͷϙΠϯτʢதখۀاɾখن໛܎ؔऀۀࣄʣ

◦　�தখۀا౤ࢿଅਐ੫੍は、中小企業における生産性向上等を図るため、一定の設備投資を行った場
合に、ಛผঈ٫ʢ�0ˋʣ又は੫ֹ߇আʢ̓ˋʣ（※）の適用を認める措置。

◦　�引き続き、中小企業の設備投資を促すため、ຊ੫੍ાஔͷద用ݶظを̎೥ؒԆ長。

தখۀا౤ࢿଅਐ੫ （੍๏ਓ੫ɾॴಘ੫ɾ๏ਓॅຽ੫ɾࣄ業੫） Ԇ長

վਖ਼֓ཁ ʲద༻ݶظɿ2020೥౓຤·Ͱʳ

対象者 ・中小企業者等（資本金額１億円以下の法人、農業協同組合等）
・従業員数1,000人以下の個人事業主

対象業種

製造業、建設業、農業、林業、漁業、水産養殖業、鉱業、卸売業、道路貨物運送業、倉庫業、港
湾運送業、ガス業、小売業、料理店業その他の飲食店業（料亭、バー、キャバレー、ナイトクラ
ブその他これらに類する事業を除く）、一般旅客自動車運送業、海洋運輸業及び沿海運輸業、内
航船舶貸渡業、旅行業、こん包業、郵便業、通信業、損害保険代理業及びサービス業（物品賃貸
業及び映画業以外の娯楽業を除く）
※性風俗関連特殊営業に該当するものは除く

対象設備

・機械及び装置【１台160万円以上】
・測定工具及び検査工具【１台120万円以上、１台30万円以上かつ複数合計120万円以上】
・一定のソフトウェア【１つのソフトウェアが70万円以上、複数合計70万円以上】
※複写して販売するための原本、開発研究用のもの、サーバー用ＯＳのうち一定のものなどは除く
・貨物自動車（車両総重量3.5トン以上）
・内航船舶（取得価格の75％が対象）

措置内容
個人事業主
資本金3,000万円以下の中小企業　　30％特別償却　又は　７％税額控除
資本金3,000万円超の中小企業　　　30％特別償却

※税額控除は資本金3,000万円以下の中小企業者等に限る。

◦　�中小企業・小規模事業者のʮ߈めͷ౤ࢿʯをޙԡしすΔͨめͷ੫੍として、தখۀا౤ࢿଅਐ੫੍、
঎ۀ・αʔϏεۀ・೶ྛਫੑ׆ۀ࢈Խ੫੍、தখܦۀاӦڧԽ੫੍を措置しているところ、தখا
ظ఺から、こΕΒͷાஔͷద用؍をਤΔݱʯͷֵ໋࣮ੑ࢈ԡしし、ʮੜޙをࢿతͳઃඋ౤ۃͷੵۀ
。を̎೥ؒԆ長ݶ

◦　�加えて、中小企業経営強化税制については、働͖ํվֵͷ࣮ݱに͚ͨ޲取組ΈをࢧԉすΔ؍఺͔Β、
ର৅ઃඋを໌֬Խするといった強化を行う。

தখۀاɾখن໛ऀۀࣄͷઃඋ౤ࢿΛࢧԉ͢Δ੫੍ાஔͷԆ長（๏ਓ੫ɾॴಘ੫ɾ๏ਓॅຽ੫ɾࣄ業੫） Ԇ長ɾڧԽ

ʲద༻ݶظɿ2020೥౓຤·Ͱʳ

設備のछ類
（価額要件）

機械装置
（160万円以上）

ソフトウェア
（70万円以上）

工具・器具備品
（30万円以上）

建物附属設備
（60万円以上）

支援措置

※を付した部分は、資本金3,000万円超１億円以下の法人の場合

【中小企業経営強化税制】
即時償却又は税額控除10％（※７％）

˰Ԇ長・ڧԽ

【中小企業投資促進税制】
30％特別償却又は税額控除７％
（※30％特別償却のみ適用）

˰Ԇ長

【商業・サービス業活性化税制】
30％特別償却又は税額控除７％
（※30％特別償却のみ適用）

˰Ԇ長

生産性が年平均１％以上向上

投資利益率５％以上のパッケージ投資

生産性向上設備（Ａ類型）

収益力強化設備（Ｂ類型）

վਖ਼֓ཁ
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ʕ ஍ํ૑ੜ͸࿈ܞʹΑΔ஍ҬྗΞοϓͱྗڧͳൃ৴ ʕಛू̎ɹ2019೥౓੫੍վਖ਼ͷϙΠϯτʢதখۀاɾখن໛܎ؔऀۀࣄʣ

◦　�தখܦۀاӦڧԽ੫੍は、中小企業の稼ぐ力を向上させる取組みを支援するため、中小企業等経営
強化法による認定を受けた経営力向上計画に基づく設備投資について、ଈ࣌ঈٴ٫ͼ੫ֹ߇আ
ʢ10ˋʣ（※）のいずれかの適用を認める措置。

◦　�தখۀا・খن໛ऀۀࣄͷੜ্޲ੑ࢈に͚ͨ޲ઃඋ౤ࢿをޙԡしするため、ຊ੫੍ાஔͷద用ݶظ
を̎೥ؒԆ長。

◦　�また、働͖ํվֵにࢿすΔઃඋ（休憩室に設置される冷暖房設備や作業場に設置されるテレワーク
用PC等）もຊ੫੍ાஔͷద用ର৅で͋Δことを̦ˍ̖ू等を௨ͯ͡໌֬Խ。

தখܦۀاӦڧԽ੫੍（๏ਓ੫ɾॴಘ੫ɾ๏ਓॅຽ੫ɾࣄ業੫） Ԇ長ɾڧԽ

ʲద༻ݶظɿ2020೥౓຤·Ͱʳ
類 型 ੜ্޲ੑ࢈ઃඋʢ̖ྨܕʣ ऩӹྗڧԽઃඋʢ̗ྨܕʣ

要 件
①経営強化法の認定
②�生産性が旧モデル比年平均１％以上
改善する設備

①経営強化法の認定
②�投資収益率が年平均５％以上の投資
計画に係る設備

対 象 設 備

◆機械・装置（160万円以上）
◆測定工具及び検査工具（30万円以上）
◆器具・備品（30万円以上）
　（試験・測定機器、冷凍陳列棚など）
◆建物附属設備（60万円以上）
　（ボイラー、LED照明、空調など）
◆ソフトウェア（70万円以上）
　（情報を収集・分析・指示する機能）

◆機械・装置（160万円以上）
◆工具（30万円以上）
◆器具備品（30万円以上）
◆建物附属設備（60万円以上）
◆ソフトウェア（70万円以上）

確 認 者 工業会等 経済産業局

指 定 事 業 中小企業投資促進税制の対象事業及び商業・サービス業・農林水産業活性化税制
の対象事業

その他要件 生産等設備を構成するものであること※、国内への投資であること、中古資産・貸
付資産でないこと等

税 制 措 置 即時償却又は７％税額控除（資本金3,000万円以下もしくは個人事業主は10％）

※資本金3,000万円超１億円以下の中小企業者等の税額控除率は７％。

※事業の用に直接供される設備（生産等設備）が対象。例えば事務用器具備品、本店、寄宿舎等に係る建物附属設備等は対象外。

ಇ͖ํվֵʹ͢ࢿΔઃඋͷྫ
ʻݐ෺ෟଐઃඋʼ

・��工場等の休憩室
等に設置される
冷暖房設備等。

ʻث۩උ඼ʼ
・��作業場等に設置
されるテレワー
ク用PC等。

※�生産等活動の用に直接供される工場、店舗、
作業場等に設置されるものに限る。

◦　�商業・サービス業を営む中小企業者等が経営改善指導等に基づき、ݐ෺ෟଐઃඋ（１台60万円以上）
又はث۩・උ඼（１台30万円以上）を取ಘしͨ৔߹に、ಛผঈ٫ʢ�0ˋʣຢは੫ֹ߇আʢ̓ˋʣ（※）
を認める措置。

◦　�消費税率の引上げを見据えつつ、঎ۀ・αʔϏεۀをӦむதখऀۀا等ͷઃඋ౤ࢿとܦӦվળをҾ
͖ଓ͖ଅਐす΂͘、本税制措置の効果がより高まるよう適用要件に所要の見直しを行った上で、ຊ
੫੍ાஔͷద用ݶظを̎೥ؒԆ長。

঎ۀɾαʔϏεۀɾ೶ྛ水ੑ׆ۀ࢈Խ੫੍（๏ਓ੫ɾॴಘ੫ɾ๏ਓॅຽ੫ɾࣄ業੫） Ԇ長

վਖ਼֓ཁ ʲద༻ݶظɿ2020೥౓຤·Ͱʳ ※税額控除は資本金3,000万円以下の中小企業者等に限る。

ࢿઃඋ౤ͮ͘جʹಋ౳ࢦӦվળܦ ౳ۀɾαʔϏεۀதখ঎ؔػ͏ߦಋ౳ΛࢦӦվળܦ
ʲੑ׆ԽにࢿすΔઃඋͷྫʳ

ʻҿ৯ళͷྫʼ
・��「画像識別機能付きPOS
レジ」を導入し、レジ
精算の効率化、接客サー
ビスの向上を実現。
・��POS連携により、売れ
筋商品を把握し、売上
の向上につながる。

ʻհۀޢͷྫʼ
・��「介護用浴槽」を導入し、
大幅な効率化により生
産性が向上。
・��介護従事者の負担も減
少し、離職率も低下。

・౎ಓ෎ݝதখஂۀاମதԝձ
・঎޻ձٞॴ
・঎޻ձ
・঎ళ֗ৼڵ組߹࿈߹ձ
・ೝఆܦӦֵ৽等ࢧԉؔػɹ等

「経営の改善に関する指導及び助言を受けた旨
を明らかにする書類」において、

を予め明記した上で、アドバイス機関から、経
営改善に係る指導・助言を受ける。

本税制措置を用いて行う設備投資と経営改
善によって、೥ؒ̎ˋҎ্ͷച্ߴຢはӦۀ
རӹͷ৳ͼ͕ୡ੒で͖ΔとࠐݟまΕΔこと

੫੍ાஔ
（特別償却30％又は
税額控除７％）

①
経
営
改
善
指
導
等

ᶄܦӦվળࢦಋ౳
ࢿઃඋ౤ͮ͘جʹ

վਖ਼֓ཁ
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໦ી࣫࢈ث஍ੑ׆ԽϓϩδΣΫτͷۀࣄใࠂձを։࠵
ʙ໦ી࣫ڠۀ޻ثಉ組߹ʙ

　２月23日、塩尻市木曽平沢の活動拠点「二四重	URUSHI	ART	SPACE」にて、木曽漆器産
地活性化プロジェクトの事業報告会が開催され、組合関係者をはじめとする関連団体や塩尻
市、塩尻商工会議所などから関係者約40名が参加しました。
　このプロジェクトは、県の伝統工芸品産業魅力アップ・創造事業の一環で取り組まれてい
るもので、木曽漆器青年部と筑波大学が連携して平成28年度から進めてきました。３年に
わたり取り組んできた事業内容は、空き家を活用した交流拠点「二四重	URUSHI	ART	
SPACE」の整備、土産用箸やレンタル漆器「かしだしっき」のデザイン開発など多岐にわた
ります。
　酒井幹治青年部部長は３年間の共同研
究の成果を踏まえ、2019年度へ向けて
海外展開も視野に入れたブランドイメー
ジの発信や、奈良井宿の旅館・民宿との
マッチングによる「かしだしっき」の運用、
ギャラリーやイベント活用の実績を積み
「二四重	URUSHI	ART	SPACE」を更な
る交流拠点として活用する３点を柱に活
動を継続していくことが発表されました。 事業計画を発表する酒井青年部部長

長野ܦݝӦ඼࣭ਪਐϑΥʔϥϜ－201�೥౓೥࣍େձ－を։࠵
ʙ長野ܦݝӦ඼࣭ٞڠձʙ

　３月15日、長野市「ホテルメルパルクNAGANO」にて、長野県内の企業経営者で構成されて
いる長野県経営品質協議会（事務局：長野県中小企業団体中央会）が主催する「長野県経営品質
推進フォーラム」が開催されました。今回のフォーラムテーマを「経営環境の変化に対する経営
品質のあり方と有効性を探る」とし、会員（構成員）や一般参加者などおよそ60名が出席しました。
　フォーラムでは、株式会社MATコンサルティングの望月広愛代表取
締役社長に「人材不足・人手不足・外国人人材に対する経営品質のアプ
ローチ」と題して基調講演をいただくとともに、実践事例報告として株
式会社流機エンジニアリングの西村司代表取締役社長に「経営品質活動
による事業承継の推進とその手法・効果・実績」と題し、ご講演いただ
きました。

　株式会社流機エンジニアリングは、（公財）日本生産性本部経営品質
協議会が2018年度から新たに創設した「経営デザイン認証」を受け、「経
営デザインによる生産性向上プログラム」を実践していることから、参
加者も熱心に耳を傾けていました。
　長野県経営品質協議会では、フォーラム等を通じて、卓越した企業
の実践事例等を広めながら、県内の活力ある組織や企業の育成指導、

経営革新を望む組織や企業の活動支援、好循環な競争力を高める活動を推進していきます。

基調講演をする望月氏

実践事例報告をする西村氏
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தԝձࢧԉۀࣄͷ͝Ҋ಺
本会では、各種支援事業を実施していますが、

組合での研修会等にご活用いただける事業内容をご紹介します。

˙働͖ํվֵਪਐࢧԉηϯλʔۀࣄ

˙ফඅ੫ܰݮ੫཰ରԠ૭ޱ૬ஊ等ۀࣄ

対　　　 象 長野県内の事業主

実 施 期 間 ～2020年２月上旬まで

補助対象経費 講師謝金、会場費

内　　　 容

ʓηϛφʔͱ૬ஊ会
　センター委嘱の専門家（社会保険労務
士等県内に10名）によるセミナー・相談
会を無料で実施します。
　セミナー内容は「働き方改革のすすめ
方」等ご相談に応じます。
　昨年度は、20組合でセミナー・相談会
を開催しました。

ʓ企業๚問ʹΑΔݸผ૬ஊ
　就業規則の作成方法、賃金規程の見直し、労働関係助成金の活用などについて、
社会保険労務士等の専門家が企業を訪問し、５回まで無料でご相談に応じます。

対　　　 象 中央会会員組合

実 施 期 間 2019年３月６日～2020年１月31日

補助対象経費 講師謝金、講師旅費、会場借料、会議費、通信運搬費、資料印刷費

テ ー マ 例
・「消費税軽減税率制度について」
・「建設業における改正消費税（税率アップ・軽減税率）への実務対応」
・「企業が押さえておきたい消費税の改正～10％と８％軽減税率のポイント～」

内　　　 容

　組合が指定する講師または本会が紹介
する講師による「軽減税率」や「消費税
の転嫁対策」等消費税率の引き上げに関
する講習会を開催する際に活用いただけ
ます。
　昨年度は、９組合延べ330名の方に受
講いただきました。
　今年10月には消費税率の引き上げと軽
減税率が導入される予定です。組合での
教育情報事業の一環として活用してはいかがでしょうか。

昨年度セミナーの様子

昨年度講習会の様子

以上の事業に関する詳細につきましては、担当指導員までお気軽にお声がけください。

jjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjjj



1�

中 央 会 シ ョ ンイ ン フ ォ メ ー

本会では、201�年̐月１日付で人事ҟಈを行いましたのでお知Βͤいたします。

人事異動のお知らせ

໊　લ 新　໾　৬ ໾　৬　چ

༄ᖒ　ಓ෉ ΋のづくり事業ਪਐ෦・αϙーλー 事ࢀ

ਗ਼　　ࢁ૿ 事ࢀ ΋のづくり事業ਪਐ෦・෦長

ാࢁ　Ղٱ ΋のづくり事業ਪਐ෦・෦長 ౦৴事຿所・所長

小஑　ত༤ ౦৴事຿所・所長 連ܞ։発෦։発՝・՝長

१　　௚೭ ೆ৴事຿所・ओװ ೆ৴事຿所・ओࠪ

౔԰　　໌ 連ܞ։発෦։発՝・ओࠪ ౦৴事຿所・ओࠪ

઒　าඒߥ 連ࢧܞԉ෦ࢧԉ՝・ओ೚ 連ࢧܞԉ෦ࢧԉ՝・ओ事

޿ོ　୩ށ ౦৴事຿所・ओ事 連ܞ։発෦։発՝・ओ事

ླ木　ঘ༑ 連ܞ։発෦։発՝・ओ事 連ࢧܞԉ෦ࢧԉ՝・ओ事

ః٢　ాࢁ 働き方վ革ਪਐࢧԉηϯλー・ηϯλー長 働き方վ革ਪਐࢧԉηϯλー・ίーσΟωーλー

ߒ　　内ࢁ 働き方վ革ਪਐࢧԉηϯλー・෭ηϯλー長 新೚

ੁ原　फஉ ୀ৬（201�年３月31日付） 働き方վ革ਪਐࢧԉηϯλー・ίーσΟωーλー

2019年度 支部総会日程
෦໊ࢧ 日　程 時　ؒ 会　場

長 野 ࢧ ෦ ５月10日（ۚ） 後̐時ޕ 長野ࢢ「ϝϧύϧク長野」

ਡ ๚ ࢧ ෦ ５月10日（ۚ） 後３時30分ޕ ਡ๚ࢢ「ホςϧߚ΍」

๺ ৴ ࢧ ෦ ５月13日（月） 後̐時30分ޕ ൧ࢢࢁ「΄てい΍」

দ 本 ࢧ ෦ ５月1�日（Ր） 後̐時ޕ দ本ࢢ「ホςϧϞϯλーχϡদ本」

上 小 ࢧ ෦ ５月1�日（Ր） 後̐時ޕ 上ాࢢ「ホςϧ঵Ԃ」

佐 ٱ ࢧ ෦ ５月1�日（木） 後３時30分ޕ 佐ࢢٱ「佐ٱάラϯドホςϧ」

木 ી ࢧ ෦ ５月1�日（木） 後̐時30分ޕ 木ીொ「いΘ΍」

େ ๺ ࢧ ෦ ５月1�日（ۚ） 後̐時30分ޕ େொࢢ「中৺֗ࢢ地ଟ໨的ホーϧ」

上 ҏ ಹ ࢧ ෦ ະ　定

下 ҏ ಹ ࢧ ෦ ະ　定

詳細につきましては、後日お送りする案内をごཡください。

C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C C
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● 働き方改革関連法の施行に向けた一層の周知啓発等の取組み
について、高階厚生労働副大臣と懇談

　髙橋専務理事は、２月18日、厚生労働省副大臣室において、一般社団法人日本経済団体

連合会、日本商工会議所、全国商工

会連合会とともに、高階恵美子厚生

労働副大臣と懇談を行い、働き方改

革関連法の施行に向けた一層の周知

啓発等について要請を受けるととも

に、中小・小規模事業者をはじめと

する企業の現状等について、意見交

換を行いました。

●都道府県中央会事務局代表者会議
　全国中央会は、２月21日、都道府県中央会事務局代表者会議を開催しました。本会議で

は、平成31年度中小企業団体中央会の活動方針（案）、全国中央会事業計画大綱（案）および

第71回中小企業団体全国大会等について協議されたほか、来賓として中小企業庁小山経営

新課長にご出席を賜り、平成30年度補正予算・平成30年度予算における関連事業について

ご講話をいただきました。

● 髙橋専務理事、「第７回 産業構造審議会 保安・消費生活用製
品安全分科会 製品安全小委員会」に出席

　髙橋専務理事は、３月４日、経済産業省で開催された「第７回	産業構造審議会	保安・消

費生活用製品安全分科会	製品安全小委員会」に出席しました。同小委員会では、製品安全

関連法の執行状況等、製品事故の発生状況および課題、リコールの効率向上および高齢者

による製品事故、社会構造の変化・技術革新を踏まえた製品安全のあり方、および製品安

全行政に関する最近の動向について討議が行われました。

ࠃ第ೋ෦長、શࡦかΒ、日本঎工会議所・小ྛ産業੓ࠨ
঎工会連合会・ס専຿理事、ߴ֊ް生労働෭େਉ、શࠃ
中央会・∁ڮ専຿理事、一般社団法人日本経ࡁ団体連合
会・ໆా専຿理事

^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^

^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^



1�

ʮ΋ͷͮ͘Γิॿۚʯ࠾୒ۀاΛ๚Ͷͯ WoM.1��好好好好好好好好好好好機 ʮ΋ͷͮ͘Γิॿۚʯ࠾୒ۀاΛ๚Ͷͯ WoM.ʮ΋ͷͮ͘Γิॿۚʯ࠾୒ۀاΛ๚Ͷͯ WoM.ʮ΋ͷͮ͘Γิॿۚʯ࠾୒ۀاΛ๚Ͷͯ WoM.ʮ΋ͷͮ͘Γิॿۚʯ࠾୒ۀاΛ๚Ͷͯ WoM.逸す
べからず

接木ロボット導入で生産性大幅アップ。
製造業の発想で農業のシステム化を進める。

ʮϦϨʔੜ࢈ମ੍ʯ͕େ͖ͳಛ௃

　農家の高齢化が
進み、後継者不足
から日本農業の先
行きが不安視され
ています。その一
方で、企業が大規
模農業に取り組む
動きも活発化して
います。
　ハルディンは、
千葉県印西市で数
百年続く農家の跡
取りだった篠原茂
社長がビジネスと
して農業に取り組
もうと1979年に
設立。植物生産に
製造業の発想を取り入れ、花と野菜の苗の生産を
中心に農業生産のシステム化を進めてきました。
　現在、印西市に４農場（合計8万3000平方メー
トル）を展開。第１農場は新品種の試験、新商品
の開発、第２農場は野菜の播種、接木、苗作り、
第３農場は挿木によるプラグ苗の生産、第４農場
はポット苗の生産などを行っています。各農場で
役割分担し、リレーして商品を仕上げていく「リ
レー生産体制」が同社の大きな特徴です。
　同社が生産・販売する園芸関連と野菜の苗は、
大手総合食品メーカーなど自社農園を展開する企
業等の生産者向けと、全国のホームセンターなど
で販売する一般向けがほぼ半々。「ハルディン」ブ
ランドに加え、PB商品も増えています。

઀͗໦ϩϘοτΛಋೖ
　
　長野農場（東御市）は89年に開設。本社で生産し
た種苗からポット苗を生産し、98年に開設した浅
間、軽井沢（夏場のみの生産）と合わせて11万平方
メートルの敷地面積を誇る一大拠点です。「野菜
苗を作る上で大事なのは気候差。標高差を利用し
ていろいろな気候が得られる長野ならではのメ
リットを活かしています」と篠原社長。

　同社では日本向
け苗の供給を目的
に展開した中国農
場が中国国内向け
にシフト。それを
補うため、長野農
場でもリレー生産
体制を構築し、気温差を活かした生産可能時期の
拡張と多品種少量生産を前提とした商品ライン
ナップの充実に取り組んでいます。
　平成28年度ものづくり補助金を活用し、農業先
進国オランダ製の接木ロボットを導入したのもそ
の一環。さらに中国やベトナムからの実習生を積
極的に受け入れ、研修を終えた人材が現地に戻り
活躍する仕組みづくりも行っています。
　「オランダは九州ほどの国土にも関わらず世界
第２の農産品輸出国。農業技術は日進月歩です。
日本も集約農業で生産性を上げていかないと乗り
遅れてしまう。我々も人とロボットをセットにし
て継続的に成長していこうと考えています」

　独自の生産体制
を構築し、さらに
システム化・効率
化・ロボット化を
進める同社。新し
い日本農業のあり
方が垣間見えるよ
うです。

ʣࢢҹ੢ݝձࣾϋϧσΟϯʢઍ༿ࣜג

株式会社ハルディン
代　　ද　代ද取క໾社長　ࣰ原 ໜ
૑　　業　1���（ত࿨5�）年12月
資 本 ۚ　1,000万円
本　　社　ઍ༿県印੢ࢢ஛ା��0��
　　　　　5&-�0�����2�5�5�　'"9�0�����2�311�
長野೶場　౦ࢢޚീॏ原3533���2
事業内༰　Ֆ・カラーϦーϑ・野ࡊබの生産・ൢച

種苗からポット苗を生産

野菜苗の生産プラント

活躍するベトナム人実習生

生産性アップを実現した接木ロボット
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ʠ'VUVSF "SUTʡͷ૑଄

　「Advance（進歩）」「Accuracy（精密）」「Assembly
（組立）」の３つの技術の頭文字からとった自社ブ
ランド「アスリート」を社名にした、アスリート
FA。カメラレンズ組立機を手始めに、電子部品
の組立装置やセンサー、そして半導体関連の自動
化装置と分野を拡大してきました。特に自動車、
スマホなどの
情報端末など
多様な用途に
高密度・高集
積の半導体デ
バイスが使わ
れ、その需要
は大きく伸びています。
　「創業以来、位置決め技術、荷重制御技術、接
合技術、ボール搭載技術などさまざまな要素技術
を蓄積。それを活かして開発した機構、仕組みな
どをカスタマイズ、応用し、さまざまな先進シス
テムを提案しています」
　2018年６月、創業30周年を期して代表取締役
社長に就任した山崎晋社長はそう話します。同社
の理念は「“Future	Arts”の創造」。強みである
開発、設計、製造の社内一貫体制を活かし将来に
つながる技術を創る集団として、技術の蓄積とそ
の横展開を進めています。

ੈքॳͷ։ൃʹνϟϨϯδ

　「現在、半導体実装装置や液晶関連のポッティ
ング装置など、半導体関連の自動化システムが８
～９割。特に主力装置のマイクロボールマウン
ターは、はんだボールをウエハーに一括で載せる
技術を当社が初めて開発し、国内外８割のシェア

を誇っています」
　はんだボールのサイ
ズはφ100～250μmが
主流。しかし急激に進
展する半導体デバイス
の微細化・高密度化に
より、はんだボールの
微細化も進んでいます。

　関連特許を多数保有する
同社はこの技術革新をチャ
ンスととらえ、平成28年度
ものづくり補助金を活用。
世界初のφ30μmはんだ
ボール搭載技術の開発に
チャレンジし、現在は評価
中です。まさに“Future	Arts”の創造の実践で
あり、同社の面目躍如です。
　新たなチャレンジに積極的にものづくり補助金
を活用している同社。山崎社長は「とても助かっ
ている」と喜びます。そして、補助金を受けて開
発に取り組むことの副次的なメリットもあると言
います。
　「資金的に助かるのはもちろんですが、補助金
という“縛り”が開発側のモチベーションにつな
がる。（採択申請書類作成のために）自分たちが
何をしようとしているのか文章にまとめなければ
いけないので考え方の整理がつくのも良い。開発
の期限があるので計画的に進められるメリットも

あります」
　これからも補助金をうま
く活用して新しい技術をど
んどん創り出していきたい、
と山崎社長は次のイノベー
ションを目指しています。

ΞεϦʔτ'"ࣜגձࣾʢਡ๚ࢢʣ

アスリートFA株式会社
代　　ද　代ද取క໾社長　࡚ࢁ　৾
૑　　業　1���（ত࿨�3）年�月
資 本 ۚ　�,5�0万円
本　　社　ਡ๚࢛ࢢլ2��0�1
　　　　　5&-�02���53�33��　'"9�02���5��1�55
事業内༰　 ֤ छߴਫ਼ີ実装・૊ཱシεςムの։発・設

計・੡଄・ൢ ച、লྗ化Ϣχッτ装置の設計・
੡࡞・ൢച

未来につながる技術を目指して。
半導体の高密度実装・組立システム開発で世界へ。

新開発はんだボール搭載機BM-1400

微細なプロセスを測定する測定顕微鏡

新機械振興賞受賞（微小球対応
はんだボールマウンタの開発）

ハイスピードマイクロスコープ
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信州ならではの特色ある市町村のイチオシをご紹介します。

Ѩஐଜষ
（ত࿨31年�月30日੍定）

"DIJ�7JMMBHF

阿智村
市町村の

イチオシ！

ୈ1�ճ

ʲ೔ຊҰͷՖ౧ͷཬʳ
　花桃は観賞するための桃で、阿智村では紅白ピンク
３色に咲き分ける「三色花桃」を多く植栽しております。
　桜のあとの４月中旬～５月中旬に開花するため、桜・
花桃と長期間花を楽しめます。

　花桃の里の他にも、伊那谷と木曽谷を結ぶ国道256号
線は『はなもも街道』と呼ばれ、街道沿いに5,000本の

花桃が植えられています。

ʲ೔ຊҰͷ੕ۭʳ
　環境省が実施している全国星空継続観察で、平成18
年度「星が最も輝いて観える場所」の第１位に認定さ
れました。
　この「日本一の星空」を地域活性、観光活性のため様々
な事業に取り組んでいます。

ɹѨஐଜ͸ɺ௕໺ݝͷೆ୺ɺذෞݝに઀͢Δ͍͋ࢁͷ੩͔ͳଜͰ͢ɻ
ɹଜに͸ೆ信州࠷େͷԹઘڷͰ΋͋ΔனਆԹઘ͕͋ڷΓɺত࿨��ʢ����ʣ೥にൃ͞ݟΕͨ৽͍͠Թઘ஍Ͱɺ
௕໺ݝͷ੢ͷޱؔݰɺ中ԝࣗಈंಓԂݪ*$͔Β໿��෼ɺ·ͨ൧ాࢁຊ*$͔Β΋໿��෼ͷɺަ௨͕ศརͳと͜Ζ
に͋Γɺ໊ݹ԰と৽͔॓Βߴ଎όε͕࿈བྷ͠て͍·͢ɻѨஐ઒ͷਗ਼ྲྀを͸͞ΉΑ͏にେ小ͷԹઘ॓΍ϗςϧ͕ݢ
を࿈ͶɺͲ͔͜ջ͔͍͠෩৘͸ɺ๚ΕΔ΋ͷを΍͘͞͠แΈࠐΜͰ͘Ε·͢ɻ
ɹંق࢛ʑにද৘をม͑Δ๛͔ͳࣗવ͸ɺԹઘとと΋にർΕͨ৺をͦͬとと͖΄͙͠て͘ΕΔ͸ͣͰ͢ɻ

阿智村長
୩ लथ۽

　日本一と呼ばれる２つの地域資源
は、昔から当たり前のようにあった
私達にとっては普通でも、都会で暮
らす方には非日常の極上な空間だそ
うです。
　昼神温泉でゆっくりしていただい
て、全国の皆さんに「感動」をおす
そわけいたします。

～日本一の星空と花桃といで湯の郷～

絶景に逢える阿智村

"$)*・#"4&

࿘合ύーク

னਆԹઘ

੕ۭ
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̍ɹは͡めに
　�　長野県弁護士会では、中小企業の支援を担当する
中小企業法律支援センターの委員会のメンバーのリ
レーで、２年間にわたり、事業承継に関して、「弁護
士の話」というコラムを掲載させていただきました。
本年度も引き続き、コラムを１年間にわたり掲載す
ることになりました。本年度は、近年、改正が相次
いだ民法について、中小企業の皆様にとって重要と
思われるポイントを掲載していきたいと思います。
　�　現在の民法は、1050条に及ぶ条文がある重要な基
本法です。大きく分けると、第１編総則から始まり、
第２編物権、第３編債権、第４編親族、第５編相続
の５つから成り立っています。近時の改正で主な対
象となったのは、このうち、債権を中心とする部分
と相続を中心とする部分です。この他にも、民法の
成年年齢を20歳から18歳に引き下げること等を内
容とする民法の一部を改正する法律が平成30年６月
13日に成立しましたが、以下、大きな改正となった
債権及び相続関係の２つの分野における主な改正点
を見ていきましょう。

̎ɹ܎ؔݖ࠴をத৺とすΔओͳվਖ਼఺
　�　債権関係の規定は、明治29年（1896年）に民法
が制定された後、約120年間、大規模な改正はなさ
れてきませんでしたが、今回の改正は、初めての大
規模改正です。平成29年５月26日に成立、同年６月
２日公布、2020年４月１日に施行されるものです。
改正法は、債権関係の規定について、取引社会を支
える最も基本的な法的基礎である契約に関する規定
を中心に、社会・経済の変化への対応を図るための
見直しを行うとともに、民法を国民一般に分かりや
すいものとする観点から、実務で通用している基本
的なルールを適切に明文化することとしたものです。
　�　改正点は、多肢にわたりますが、重要な改正点は、
①消滅時効に関する見直し、②法定利率に関する見
直し、③保証に関する見直し、④債権譲渡に関する
見直し、⑤約款（定型約款）に関する規定の新設の
５つであるとされています。このうち、④を除く４
つの改正点は、社会・経済の変化への対応を図るた
めの改正であるといって良いでしょう。これらの改

正点のうち、③の保証に関する見直しは、金融機関
から融資を受ける場合の保証契約に関係してきます
ので、注意が必要ですし、①の消滅時効関係は、売
掛債権の管理にあたって注意が必要となるでしょう。

̏ɹ૬ଓにؔすΔओͳվਖ਼఺
　�　今回の相続法の改正は、平成30年７月６日に成立
した２つの法律から成り立っています。「民法及び家
事事件手続法の一部を改正する法律」と「公的機関（法
務局）における自筆証書遺言の保管制度の創設に関
する法律（以下「遺言書保管法」といいます。）です。
これらの法律の公布日は、平成30年７月13日です
が、施行日については、いくつかに分かれて施行さ
れますので、この点については後述します。相続法
の分野では、昭和55年以来、実質的に大きな見直し
がされてこなかったのですが、改正の契機となった
のは、非嫡出子の相続分に関する最高裁の平成25年
９月４日大法廷決定でした。この違憲判断により、
平成25年改正が成立し、これを契機として、相続法
全般にわたる改正が課題として浮上してきました。
　�　主な改正点は、①配偶者の居住権を保護するため
の方策、②遺産分割に関する見直し等、③遺言制度
に関する見直し、④遺留分制度に関する見直し、⑤
相続の効力等（権利及び義務の承継等）に関する見
直し、⑥相続人以外の者の貢献を考慮するための方
策の６つです。
　�　これらの改正点は、中小企業経営者の皆様にとっ
て、相続を契機とする経営の承継に密接に関係して
くるため、重要な意味を持ってきます。事業承継関
連では、上記④の遺留分制度の改正は、遺留分の権
利行使の効果について、改正前規定の規律（物件的
効果）を見直し、受遺者等に対し、遺留分侵害額に
相当する金銭の支払を請求できることとしたため（遺
留分減殺請求権は、「遺留分侵害額請求権」と呼ばれ
ることとなりました。）、従来、事業承継のネックと
なっていた株式の共有化を回避できることとなりま
した。
　�　改正相続法関連の施行日は、いくつかに分かれて
いるので、注意が必要です。まず、原則的な施行日は、
2019年７月１日となっています。例外として、上記
③に関係する自筆証書遺言の方式を緩和する方策は、
2019年１月13日に既に施行されていますし、上記
①に関わる配偶者居住権・配偶者短期居住権等に関
しては、2020年４月１日、遺言書保管法の施行日は、
2020年７月10日となっています。

４ɹޙࠓͷ༧ఆ
　�　今後１年間、11回にわたり、まず、債権関係の改
正規定から始め、次に相続関係の改正規定の重要ポ
イントを解説していきますので、よろしくお願いい
たします。

தখۀاͱຽ๏վਖ਼

弁護士　林　　一　樹（松本市）

弁護士の話弁護士の話弁護士の話弁護士の話弁護士の話弁護士の話弁護士の話弁護士の話弁護士の話
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できるできない

スタート

いないいる

ないある

取組手順書は、下記のサイトに掲載

खॱ̒

खॱ５

खॱ̐

खॱ３

खॱ１

खॱ２

खॱ൪号 ख ॱ ղ આ

労働者のޏ用ܗଶを
確認しましΐ͏

଴۰にҧいが る͋場合、ҧいを
設けている理༝を確認しましΐ͏

खॱ２と３で、଴۰にҧいが
͋ͬ た場合、そのҧいが

「ෆ合理ではない」͜ とをઆ໌
できるΑ͏ に整理しておきましΐ͏

法の対象となる労働者の༗ແをνΣックします。社内で、୹時ؒ労働者΍༗ޏظ用労働者はޏ用して
いますかʁ

୹時ؒ労働者・༗ޏظ用労働者と正社員とでは、働き方΍໾ׂなͲがҟなるので͋れ͹、それにԠ て͡
௞ （ۚ৆༩・ख当を含む）΍෱利ް生なͲの଴۰がҟなる͜ とは り͋得ます。
そ͜ で、଴۰のҧいは、働き方΍໾ׂなͲのҧいにݟ合 たͬ、「ෆ合理ではない」΋のとݴえるか確認します。
なͥ、଴۰のҧいを設けているのか、それͧれの଴۰ごとにվめてߟえ方を整理してΈましΐ͏ 。

事業ओは、労働者の଴۰の内༰・଴۰の決定にࡍしてྀߟした事߲、正社員との଴۰ࠩの内༰΍
その理༝について、労働者かΒઆ໌をٻめΒれた場合にはઆ໌する͜ とがٛ຿付けΒれます。
୹時ؒ労働者・༗ޏظ用労働者の社員λΠプごとに、正社員との଴۰にҧいが る͋場合、そのҧいが

「ෆ合理ではない」とઆ໌できるΑ͏ 、整理しましΐ͏ 。
労働者にઆ໌する内༰を Β͋か͡ めจॻにهしてまとめておくとศ利です。

୹時ؒ労働者・༗ޏظ用労働者の区分ごとに、௞ （ۚ৆༩・ख当を含む）΍෱利ް生なͲの଴۰について、
正社員と取ѻいのҧいが る͋かͲ͏ か確認しましΐ͏ 。ॻきग़して、整理してΈるとΘかり΍すいでしΐ͏ 。଴۰のঢ়گを確認しましΐ͏

「法違反」が疑われる状況からの

早期の脱却を目指しましょう

改善計画を立てて取り組みましょう

長野労働局 雇用環境・均等室
☎026－227－0125

改善の必要がある場合は、労働者の意見も聴取しつつ、パートタイム・有期雇用労働法の施行までに、
計画的に取り組みましょう。

短時間労働者・有期雇用労働者と、正社員との待遇の違いが、「不合理ではない」とは言いがたい場合は、
改善に向けて検討を始めましょう。
また、「不合理ではない」と言える場合であっても、より望ましい雇用管理に向けて改善の必要はないか検討
することもよいでしょう。

୹時ؒ労働者・༗ޏظ用労働者はいますかʁ

対Ԡの必要は͋りまͤΜ。কདྷޏ用の予定が
͋る場合は、४備をしておきましΐ͏。

す͙対Ԡす΂き՝୊は͋りまͤΜ。଴۰にҧいが͋る場合は、଴۰のҧいがࠓ
働き方΍໾ׂのҧいにԠ͡た΋ので͋る
とઆ໌できますかʁ

଴۰のҧいがෆ合理で͋ると൑அされるՄೳ性が
͋るので、ෆ合理な଴۰のҧいのվળに向けて、
取૊をਐめましΐ͏。

労働者かΒઆ໌をٻめΒれたときに଴۰のҧい
の内༰΍ෆ合理な଴۰ࠩではない理༝について
આ໌できるΑ͏、整理しておきましΐ͏。

正社員と୹時ؒ労働者・༗ޏظ用労働者
の଴۰にҧいは͋りますかʁ

パートタイム・有期雇用労働法（2020年4月施行－中小企業は2021年4月－
不合理な待遇差の禁止）に対応するための取組手順（全体の流れ）

①単に「パートだから」「将来の役割期待が異なるため」という主観的・抽象的理由では、待遇の違いについての
　説明にはなりません。
②正社員と職務内容（業務の内容・責任の程度）及び職務内容・配置の変更の範囲が同じ短時間労働者・
　有期雇用労働者については、すべての待遇について、差別的に取り扱うことが禁止されます。

！

！単に「パートだから」「将来の役割期待が異なるため」という主観的・抽象的理由では、
待遇の違いについての説明にはなりません。

まずは、手順４まではお早めに取り組むことをお勧めします。
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◎理　事　会

◎通常総代会

※理事・総代の皆様には予め日程調整をお願いいたします。詳細につきましては後日案内をお送りいたします。

令和元年度  長野県中小企業団体中央会
理事会・通常総代会開催のお知らせ

日時  平成31年４月24日（水） 午後０時30分  場所  長野市 「ホテル信濃路」

日時  令和元年５月23日（木） 午後２時　　 　 場所  長野市 「ホテルメトロポリタン長野」

M O N T H L Y  R E P O R T

知恵と力を合わせて信州を元気に

ୈ�0�߸ɹฏ੒�1年̐月10೔発ߦ
ಡྉ年ؒߪ �
000 ԁ（ফඅ੫ɾૹྉࠐΈ）
発行人　佐々木正孝

発行所　長野県中小企業団体中央会
ɹɹɹɹ長野ࢢதޚॴԬాொ 1�1-10
ɹɹɹɹ長野ݝத小ا業会ؗ಺̐'
ɹɹɹɹ5&-�0��-���-11�1
印刷所　カシヨ株式会社

月
刊中小企業レポート

2019

4
No.509

☆働きやすい職場環境づくり
を果「ͷࣾձత੹೚（ＣＳＲ）ۀا」　
たすとともに「あらゆる差別の撤廃と
ਓڭݖҭͷਪਐ」に邁進しましょう。

地球に優しい企業人の皆様へ
ʠ�͋ ͳͨʹ΋Ͱ͖Δɻ
　��ϥΠϑελΠϧͷݟ௚͠Ͱɺ
　　　̍ਓ̍೔̍LHͷ$0� ʡݮ࡟

※１ 本事業遂行のために必要な専門家を活用する場合、補助上限額30万円アップ
※２ 以下のいずれかの場合には補助率 ２／３
　　・  生産性向上特別措置法（平成30年法律第25号）に基づき、固定資産税ゼロの特例を措置した地方自治体において補

助事業を実施する事業者が、平成30年12月21日の閣議決定後に先端設備等導入計画を新たに申請（計画変更含む）
し認定を取得した場合

　　・  ３～５年で、「付加価値額」年率３％及び「経常利益」年率１％に加え、「従業員一人当たり付加価値額」（＝「労
働生産性」）年率３％を向上する中小企業等経営強化法に基づく経営革新計画を、平成30年12月21日の閣議決定後
に新たに申請し承認を受けた場合

事業類型と対象経費の区分 補助上限額
（補助下限額） 補助率

１．一般型（※１）（※２）

　　機械装置費、技術導入費、運搬費、専門家経費、クラウド利用費
1,000 万円

（100 万円） ２分の１

２．小規模型（※１）（※２）

　　 機械装置費、原材料費、技術導入費、外注加工費、委託費、知的
財産権等関連経費、運搬費、専門家経費、クラウド利用費

500 万円
（100 万円）

小規模事業者
３分の２
その他

２分の１

問い合わせ先    長野県中小企業団体中央会　TEL 026-228-1206（直通）   TEL 026-228-1171（代表）
　　　　　　　   URL http://www.alps.or.jp/mono30/

平成30年度補正
「ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金」

公募締切り迫る

公募要領等の詳細につきましては、本会ホームページにてご確認ください。

公募第二次締切日　令和元年５月８日（水）〔当日消印有効〕
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